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　プロジェクトの実施概要　

①プロジェクトの目的

　現在，東海村の地盤調査結果などは，各課の事

業単位で実施後，数年保管された後に破棄され

る，もしくは書庫に押し込まれたままでいるのが

現状である。本来，地盤情報は地域の防災・環境

保全に有効な情報であり，即座に利活用できる管

理体制が望ましい。しかし，旧来の紙ベースの情

報を持続的に電子化することと，低コストでデー

タベース化する仕組みが東海村には現在ない。そ

こで，現在まで保管されてきた東海村の地盤調査

結果（ボーリングデータ）や地歴，観測データを

地盤・地質・地下水・地形的特徴の広域的把握と

学術的な視点から分析でき，かつ，現在運用して

いる道路台帳システムと連携統合化できる地盤情

報データベースの構築を行うことを目的とする。

②連携の方法及び具体的な活動計画

　自治体側の役割として，地盤情報データベース

を利活用するために，各部署における各種地盤情

報の収集および整理方法を決定し，データベース

へ登録する流れを構築する。またどのデータを残

し，将来にわたり業務で必要となる情報や住民が

必要とする情報などの整理を行う。以上の結果を

大学側へ提供し，東海村における地盤情報データ

ベースのあるべき形を示す。一方，大学側の役割

として，茨城大学で研究開発が行われてきた地盤

情報データベース技術を東海村に適用する。その

中で，実務および住民サービスに利用できるデー

タベースへの発展を研究開発する。さらに，東海

村における地盤・地質・地下水・地形的特性の広

域的把握と学術的な視点からのマップ化に取り組

む。具体的には，村所有道路台帳システム等と連

動させ，見える化することにより，老朽化対策や

耐震対策の“選択と集中”を図る。

　活動計画として，まず東海村が書庫などに保管

されている地盤調査結果などの地盤情報データの

収集および整理，選別を行い，そのデータを大

学側に提供してもらう。その提供されたデータか

ら，地盤情報マップの作成および既存の道路台帳

システムへのリンク付けを行い，道路台帳システ

ムなどと連携統合化を図る。また，東海村に地盤

情報データベース構築技術の提供を行う。

③期待される成果

　東北地方太平洋沖地震において，東海村でも盛

土造成地における滑動崩壊や液状化による戸建住

宅の傾斜や幹線道路の沈下・崩壊など地盤に関わ

る災害が多数生じた。このような地盤災害に対す

る備えや被災後の早期復旧には地盤情報が欠かせ

ないことが教訓として残った。そこで，東海村に
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おける地盤情報データベースが構築されること

で，東海村の地盤・地質・地下水・地形的特性の

広域的把握と学術的な視点からのマップ化が可能

となる。さらに，この地盤情報データベースと

マップを庁内各課での共有化を図ることで，地域

防災計画や環境保全への活用が可能となる。ま

た，既存の土木構造物の老朽化対策や耐震対策の

手段選択や集中的な工事が可能となる。

　プロジェクトの実施成果　

①活動実績

○自治体側の活動実績

　茨城大学に提供する，これまでに東海村に保管

されている地盤調査結果のデータ収集および整

理，選別を行った。

○茨城大学側の活動実績

　茨城大学側の活動実績を以下に示す。

・東海村の地形および地質概要の把握

　図 1に東海村付近の地形概略図 1）を示す。東

海村付近の地形概略図から，東海村は，台地部で

ある那珂台地面と額田段丘面上と低地である久慈

川沖積面，新川の埋積谷の沖積面，また砂丘から

成ることがわかった。表 1に那珂台地面の地質

層序を示す。既往の研究および文献調査により，

那珂台地において，表土を関東ロームが覆ってお

り，その直下に砂混りまたは砂礫混り粘土の茨城

粘土層が堆積することがわかった。見和層群は，

上部，中部，下部に分類され，東海村付近では，

上部層に相当し，砂質土層が卓越する。また，多

賀層群は，多賀海進時代に堆積された層で，東海

村付近の基盤岩層を形成する。均質な泥岩および

砂質泥岩より構成される。額田段丘礫層は，久慈

川によって形成された段丘堆積物から構成され

ており，上流部では亜角～亜円礫を含む砂礫層

で，下流部では亜円礫を含む砂礫層である。表 2

に低地の地質層序を示す。沖積層（低地）は，久

慈川沿岸付近で，上部から，砂質堆積物，シルト

質堆積物が互層となり，砂層，砂礫層と続く。新

川の埋積谷では，上部より細砂・礫混り砂・礫で

なり，下部に連れて砂質シルトを挟むシルトが重

なっている。砂丘は，細砂の層の下部に砂礫層が

あり，さらに下部は基底岩層である。したがっ

て，各地形の地質の特徴や層序関係を踏まえるこ

とで，限られたボーリングデータから，各地形に

おける地盤情報の空白域の地質の特徴や層序関係

を推定することが可能である。

・地盤情報の電子化

　表 3に地盤モデル作成に用いる地盤情報の数を

示す。図 2に東海村におけるボーリング調査箇所

を示す。東海村の電子地盤図作成にあたり，土木

研究所国土情報検索サイト KuniJibanより 26本，

防災科学技術研究所ジオ・ステーションで公開さ

表 2　低地の地質層序

久慈川 新川の埋積谷
砂質堆積物 細砂
シルト質堆積物 礫混り砂

砂層 礫
砂礫 砂質シルト
… シルト

図 1　東海村付近の地形概略図 1) を編集

表 1 那珂台地面の地質層序

堆積層名 地質
表土 （盛土など）

関東ローム層 火山灰質粘性土
茨城粘土層 凝灰質粘土

見和層 上部 砂質

多賀層 泥岩
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れている 688本の当該地域に位置する地盤情報

を抽出し，電子地盤図の作成に用いた。また，東

海村役場より提供された 123本の地盤情報（ボー

リングデータ）は，地質調査の報告書など紙媒体

に保管されていたため，中央開発株式会社が開

発した柱状図作成ツール“GeoBuild”を用いて

土質柱状図を電子化した。GeoBuildの土質柱状

図の入力項目は 20項目ある。図 3に標題欄入力

テーブルを示す。入力方法として，まず“標題”

の欄に調査名および事業・工事名を入力し，ボー

リングナンバー，シートナンバー，調査目的，調

査対象を入力した。次に“調査概要”の欄にボー

リング名，調査位置，緯度経度，発注機関，調査

機関を入力した。なお，緯度経度に関して，記載

が無いものは，報告書内に記載されている地盤調

査位置地図と Google Earthを比較し，地盤調査

位置の緯度経度を読み取った。次に“調査業者”

の欄に，調査業者，電話番号，主任技師，現場代

理人，コア鑑定者，ボーリング責任者を入力し

た。次に“ボーリング”の欄に孔口標高，角度，

方向，地盤勾配を入力した。次に“使用機種”の

欄に試錐機，ハンマー落下用具，N値記録用具，

エンジンポンプを入力した。続いて柱状図データ

を入力した。図 4に柱状図データ入力例を示す。

まず“柱状”の欄にボーリングデータの下限深度

（m），土質区分，色調，相対密度，相対調度をそ

れぞれ入力した。なお相対密度および相対調度に

ついて記載が無い場合入力していない。続いて記

事を入力した。記事はそれぞれの土質区分ごとに

入力した。続いて標準貫入試験結果を入力する。

図 5に標準貫入データ入力例を示す。“貫入”の

欄にボーリングの開始深度（m），終了深度（m），

打撃回数および貫入量，N値をそれぞれ入力した。

続いて“採取”の欄に，試料採取した上端深度（m），

下端深度（m），試料番号，採取方法，試験名を

適宜入力した。続いて“水位”の欄に孔内水位（m），

図 4　柱状図データ入力例

表 3　地盤モデル作成に用いる地盤情報の数

地盤情報データベース ボーリング本数

国土情報検索サイト
KuniJiban

26本

ジオ・ステーション 
茨城県土木部 688本

東海村役場
（GeoBuildにて電子化） 123本

図 2　東海村におけるボーリング調査地点

図 3　標題欄入力テーブル
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測定月日を入力した。続いて“掘進”の欄に掘進

深度（m）および掘進した月日を入力した。続い

て適宜“原位”の欄に原位置試験データを入力し

た。図 6に GeoBuildを用いて作成したボーリン

グ柱状図作成例を示す。

②プロジェクトの達成状況

　①に記述した通り，現在までに東海村役場より

提供されたボーリングデータ 123本の電子化は

完了した。また，その電子化した東海村のボー

リングデータと土木研究所国土情報検索サイト

KuniJibanより 26本，防災科学技術研究所ジオ・

ステーションで公開されている 688本の当該地

域に位置する地盤情報の位置を Google Earth上

に表示させた。

③今後の計画と課題

　地盤情報の空白域が確認されたため，その空白

域を補完するために空白域の地盤モデルの推定を

行う。台地となっている那珂台地や額田段丘など

の洪積層における地盤情報の空白域における地盤

モデルの推定方法として，まず層序関係や地層の

特徴から空白域の地盤モデルを推定する。

　また，ボーリングデータの層厚の傾向から地盤

モデルの層厚を推定する。ここで，一部層序関係

と異なった他の堆積層を挟む埋没谷のような地

層が存在する可能性があるため，既往の研究や資

料，ボーリングデータの層序関係から慎重に推定

しなくてはならない。次に，人工改変された土地

の表土の層厚を把握するために，宅地造成など開

発された土地の標高データと，開発前のその土地

図 6　ボーリング柱状図作成例

図 5　標準貫入データ入力例
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の標高データを比較する。そこで得られた標高差

から，土地改変の履歴が明らかになり，空白域の

表土や切土，盛土の層厚の算定が可能となり，地

盤モデル化する際に用いることが出来る。しか

し，その空白域のモデル化対象層の N値は不明

であるため，その N値の決定が課題である。ま

た，砂丘部や沖積層のある久慈川沿岸や新川の埋

積谷についても同様に推定する。しかしながら，

沖積層にあたる空白域の補完は，風雨や河川の水

量の変化などが影響し，激しく堆積環境が変化す

るため，層序関係からの推定が困難なため，今後

の課題である。
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